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い
わ
ゆ
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検
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よ
る
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等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
〇
年
、
栃
木
県
足
利
市
で
当
時
四
歳
の
女
児
が
殺
害
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
、
無
期
懲
役
が

確
定
し
、
服
役
中
だ
っ
た
菅
家
利
和
さ
ん
が
、
女
児
の
下
着
に
付
着
し
て
い
た
体
液
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
菅
家
さ
ん
の
も
の
と
は
一

致
し
な
い
と
の
鑑
定
結
果
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
本
年
六
月
四
日
、
千
葉
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
。
同
月
十
日
、
最
高
検
察

庁
の
伊
藤
鉄
男
次
長
検
事
は
、
午
後
三
時
半
か
ら
開
い
た
記
者
会
見
に
お
い
て
、
「
真
犯
人
と
は
思
わ
れ
な
い
人
を
起
訴
し
、

服
役
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
、
菅
家
さ
ん
に
対
し
て
謝
罪
す
る
言
葉
を

述
べ
た
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

最
高
検
察
庁
の
長
は
次
長
検
事
で
は
な
く
検
事
総
長
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

既
に
種
々
報
じ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
菅
家
さ
ん
は
当
時
の
栃
木
県
警
の
非
人
道
的
な
取
り
調
べ
に
よ
り
自
白
を
強
要
さ

れ
た
こ
と
や
、
現
在
の
技
術
と
比
較
し
て
遙
か
に
精
度
の
劣
る
当
時
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
に
よ
り
犯
人
と
さ
れ
、
当
時
の

検
察
に
よ
り
起
訴
さ
れ
、
十
七
年
以
上
に
も
渡
り
人
生
の
貴
重
な
時
間
を
奪
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
極
め
て
重
大
な
事

案
に
対
す
る
検
察
庁
と
し
て
の
謝
罪
が
、
な
ぜ
検
察
庁
と
い
う
組
織
の
長
で
あ
る
検
事
総
長
で
は
な
く
、
検
事
総
長
の
下
位

に
位
置
す
る
次
長
検
事
と
い
う
立
場
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

一



三

法
務
省
と
い
う
組
織
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
と
検
事
総
長
は
ど
ち
ら
が
上
位
に
あ
る
か
。

四

健
康
の
定
義
如
何
。

五

検
事
総
長
の
任
に
就
く
者
の
要
件
と
し
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


